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商 号  株式会社エフテック 

本社所在地 埼玉県久喜市菖蒲町昭和沼19番地  

創 立  1947年7月1日（昭和22年7月1日） 

資本金  47億9,000万円 

株式上場  2006年9月 東京証券取引所第一部上場 

連結売上高      172,456百万円(2014年3月末現在) 

従業員数  グループ合計 5,788名(2014年3月末現在) 

事業内容  自動車部品及びそれに伴う金型、設備等の開発・製造・販売 

主要取引先 本田技研工業株式会社 

  日産自動車株式会社 

  日産車体株式会社 

  スズキ株式会社 

  三菱自動車工業株式会社 

  いすゞ自動車株式会社 

  ダイハツ工業株式会社 

General Motors Corporation 

  TOYOTA Motor North America Inc. 他 

会社概要 
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売上高推移 

↑年度決算期日変更から表示 ↑連結決算発表から表示 
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連結売上高（億円)

単独売上高（億円)

2013年度 連結売上高 1,725億円 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 5 



お取引様別売上 

（2014年3月期・連結売上） 

HONDA

79.9%

GM
8.6%

NISSAN

5.6%

TOYOTA
3.0%

MITSUBISHI
0.2%

SUZUKI
0.1%

その他
3.9%
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地域別売上 

（2014年3月期・連結売上） 

North 
America

59%

Japan
17%

Asia
23%
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エフテックグループの主要製品 
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エフテックグループ 

ISO50001認証事業所 

国内事業所 
 ・本社/久喜事業所     （埼玉県久喜市） 

 ・※亀山事業所        （三重県亀山市） 

 ・芳賀テクニカルセンター （栃木県芳賀町） 

 ※ISO50001は亀山事業所のみ認証取得。 
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世界24hr開発 グローバルR&D体制 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 10 



顧客からの表彰 

 2013年１月に、本田技研工業株式会社様より優良感謝賞  

「環境賞」「開発賞」「原価賞」の３賞を受賞しました 。 
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大河内賞受賞 

～3社共同受賞～ 
本田技術研究所 
株式会社エフテック 
リョービ株式会社 
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2008 2009 

世界拠点長会議 

2010 2011 2012 

環境データ把握 

世界環境会議 

各拠点Ｖｉｓｉｔ 

環境目標の設定 

化学物質管理 

環境報告書 

展開項目 

第１回世界拠点長会議 

（環境グローバル展開発信） 

拠点Ｖｉｓｉｔ 環境Ｖｉｓｉｔ 

グローバル環境データ把握開始 

グローバル環境目標の設定 

第１回世界環境会議（三重） 

第２回世界 

環境会議（埼玉） 

第３回世界環境会議（栃木） 

化学物質管理世界標準化 

環境報告書の発行 

導入期  運用期   発展期                

世界拠点長会議 

（環境Ｖｉｓｉｔ展開発信） 

カテゴリー 

ISO５０００１ 

キックオフ 

システム構築 

変革期               

2013 

外部認証 

第４回世界 

環境会議（埼玉） 

２０２０年グローバル環境目標の設定 

環境グローバル展開年表 

2014 

海外水平展開 

第５回世界 

環境会議（埼玉） 
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環境グローバル管理体制 
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社 長 

環境担当役員（生産本部長） 

アジア・大洋州 4拠点 中国 3拠点 アメリカ 7拠点 日本 7拠点 

世界環境会議 
JPN事務局 

※オールエフテック統括管理 

拠点長 責任者 拠点長 責任者 拠点長 責任者 環境管理責任者 

実務担当者 

（現地スタッフ） 

実務担当者 

（現地スタッフ） 

実務担当者 

（現地スタッフ） 

サイト責任者 

環境管理実施責任者 

環境管理推進責任者 

関連部門 関連部門 関連部門 関連部門 

日本人駐在者（サポート） 

※国内7拠点については、子会社・関連会社を含みます。 
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グローバルマザーの日本が、海外拠点をＶｉｓｉｔして次の事項を確実なものとする。 

1. エネルギー使用の高位平準化、見える化 
 

2. 製品含有化学物質の有害化学物質の非含有保証 
 

3. ライフサイクルGHG把握体制の確立 
 

4. 環境管理体制（ＩＳＯ１４００１）の強化 

■ 環境Ｖｉｓｉｔの目的 

展開スケジュール 

オールエフテック環境Visit 
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環境Visitでの見える化 

日本からポータブル計測器を持ち込み、現地担当者の指導を 
兼ねて電力測定（見える化）を実施しました。 

ポータブル計測機 
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No.1(標準機） 

No.2(標準機） 

No.3（インバータ機) 

コンプレッサー電力測定（タイ） 

タイ工場のコンプレッサーは、標準機2台とインバータ機１台を保有しており理想的な 

設備構成でした。しかし、実際に電力測定してみると問題点が見つかりました。 

本来インバータ機が稼働するべき 

ところを標準機が稼働していた。 

インバータ機が負荷率100%で 

ベース運転していた。 
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圧力設定値 
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No.1（標準機） No.2（標準機） No.3（インバータ機） No.1（標準機） No.2（標準機） No.3（インバータ機）

0.62

0.60

0.58

0.56

コンプレッサー圧力設定値（変更前） コンプレッサー圧力設定値（変更後）

圧
力

(

M
p
a

)

0.76

0.74

0.72

0.70

0.68

0.66

0.640.64

0.62

0.60

0.58

0.56

圧
力

(

M
p
a

)

0.76

0.74

0.72

0.70

0.68

0.66

圧力が適正に設定されていなかった為、設定圧を見直し 
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効果確認 
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No.2(標準機) No.3(インバータ機) 

20Kw削減 

変更後 変更前 

投資“０”運用の見直しで約100万円/年の改善効果 
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環境Visitの地域別提案実績 
中国 

CO2削減量  

1,016ｔ-CO2/年 

コスト削減金額 

24,480千円/年 

CO2削減量  

1,339ｔ-CO2/年 

CO2削減量  

659ｔ-CO2/年 

コスト削減金額 

6,106千円/年 

北米地域 

コスト削減金額 

27,978千円/年 

中国拠点では、環境Ｖｉｓｉｔでの提案内容
を実践し、東風ホンダ様より「２０１２年
環境賞」を受賞させて頂きました。 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 

タイ、フィリピン 
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■日程    ： 2013年9月18日～20日 
 

■会場    ： 久喜菖蒲工業団地管理センター 
 

■参加拠点 ： エフテックグル-プ国内外拠点 
 

■参加人数 ： ３３名 
 

開 催 概 要 

会 議 概 要 

■ 環境改善活動の意思統一 
 

■ エフテックグループ環境目標の進捗確認 
 

■ 各拠点有効施策の報告 
 

■ 他社研修（㈱日立製作所 大みか事業所） 
 

■ 見える化研修 
 

■ ワイガヤ（顧客要求理解、見える化など） 
 

■ グループ間コミュニケーション向上 

他 社 研 修 

ISO50001認証取得 
2012年7月 

（国内電機メーカー初） 

㈱日立製作所 大みか事業所 

第４回世界環境会議の開催 
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世界環境会議内での見える化研修 

Aグループ Bグループ Cグループ 

座学にて「見える化の着眼点」を勉強！ 

実際のデータを用いて「グループ演習」を実施！ 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 23 



世界環境会議内での省エネ研修 

第３回世界環境会議では「省エネ研修」を実施！ 

【開催概要】 
■開催場所  ：㈱エフテック 久喜事業所 

■開催機関  ： 一般財団法人 省エネルギーセンター 
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エネルギーマネジメントの進化 

２００８年 

・環境グローバル展開スタート 

２００９年 

・第１回世界環境会議 

２０１０年 

・第２回世界環境会議 

２０１１年 

・エフテックグループ環境Ｖｉｓｉｔ 

２０１２年 

・第３回世界環境会議 

・２０２０年エフテックグループ環境目標設定 

２０１３年 

・第４回世界環境会議 

・ＩＳＯ５０００１認証取得（亀山） 

ＩＳＯ５０００１による 

 エフテックグループ（グローバル） 

  エネルギーマネジメントの進化へ 

「競争力の向上」 

２０１４年 

・第５回世界環境会議 

・ＩＳＯ５０００１海外水平展開 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 25 



生物多様性研修 

■実際にハローウッズの森に入り生物多様性
について現場研修を行いました。 

■崎野様よりハローウッズでの生物多様性
への取組事例を御紹介いただきました。 

1999年に本田技研工業(株)新
プロジェクト自然活用アドバイ
ザーとして参画。2002年里山
の森の再生・保全をプログラム
に盛り込んだ『森づくりワーク
ショップ』を実施する。 
出典：㈱モビリティランドWebページ 

【講師紹介】 

崎野 隆一郎氏 

ハローウッズ森のプロデューサー 

生物多様性は、生物系の劣化の進行と伴に 

世界的に取り組みが進められています！ 

第3回世界環境会議 

では、グループ内で 

生物多様性の理解を深める
ため研修を実施 

生物多様性についてもグループ全体で取り組んでいます。 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 26 



電子マニフェストに関する取組み 

電子マニフェストにも積極的に取り組んでいます。 

環境省受託事業 

「電子マニフェスト研修会」での事例報告 

2014年2月13日東京 

機関誌での紹介 
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・2007年11月 
・2008年  2月 
・2008年12月 
・2009年  6月 
・2010年  3月 
・2011年 3月 
・2011年  6月 
・2011年  10月 

ISO50001は2011年6月に制定されました 

ISO50001とは 
 ISO50001とは、エネルギーマネジメントシステムと呼ばれ

事業者がエネルギー使用に関して、体系的な管理を実施す
る仕組み定めた世界標準の規格です。ＩＳＯ５０００１で求め
られるシステムとプロセスを確立する事により、温室効果ガ
スの排出量やエネルギーコストの低減につなげることが出
来ます。 

 
制定の経緯 

米国・ブラジル共同提案 
NWIP（New Work Item Proposal：新規業務項目提案）承認 
WD（Working Draft：作業原案）配信 
ＣＤ（Committee Draft : 委員会原案 ）配信 
ＤＩＳ（Draft International Standard : 国際規格案 ）配信 
ＦＤＩＳ（Final Draft International Standard：最終原案）配信 
国際規格制定 
ＪＩＳ化  

ISO50001とは 
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エネルギー方針 

エネルギー計画 

実施及び運用 

点検 

不適合に対する修正、 

是正処置及び予防処置 
EnMSの内部監査 

マネジメント 
レビュー 

監視、測定及び分析 

継続的改善 

出典：ISO 50001:2011 Intoroduction 

エネルギーマネジメントシステムモデル 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 30 



※赤字（★）： ISO50001独自の要求事項 

ISO50001 ISO14001 
 まえがき  まえがき 

 序文  序文 

1 適用範囲 1 適用範囲 

2 引用規格 2 引用規格 

3 用語及び定義 3 用語及び定義 

4 エネルギーマネジメントシステム要求事項 4 環境マネジメントシステム要求事項 

  4.1 一般要求事項   4.1 一般要求事項 

  4.2 経営層の責任                         

    4.2.1 トップマネジメント     4.4.1 資源、役割、責任及び権限 

    4.2.2 管理責任者     4.4.1 資源、役割、責任及び権限 

  4.3 エネルギー方針   4.2 環境方針 

  4.4 エネルギー計画   4.3 計画 

    4.4.1 一般   4.3 計画 

    4.4.2 法的要求事項及びその他の要求事項     4.3.2 法的及びその他要求事項 

   ★ 4.4.3 エネルギーレビュー     4.3.1 環境側面 

   ★ 4.4.4 エネルギーベースライン                         

   ★ 4.4.5 エネルギーパフォーマンス指標                         

    4.4.6 
エネルギー目的、エネルギー目標及びエネルギー
マネジメント行動計画 

    4.3.3 目的、目標及び実施計画 

規格の構成 ＩＳＯ１４００１との対比（１/２） 
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ISO50001 ISO14001 
  4.5 実施及び運用   4.4 実施及び運用 

    4.5.1 一般     4.4.6 運用管理 

    4.5.2 力量、教育訓練及び自覚     4.4.2 力量、教育訓練及び自覚 

    4.5.3 コミュニケーション     4.4.3 コミュニケーション 

    4.5.4 文書化                         

      4.5.4.1 文書化要求事項     4.4.4 文書類 

      4.5.4.2 文書管理     4.4.5 文書管理 

    4.5.5 運用管理     4.4.6 運用管理 

   ★  4.5.6 設計                         

   ★ 4.5.7 
エネルギーサービス、製品、設備及びエネルギーの
調達 

                        

  4.6 点検   4.5 点検 

    4.6.1 監視、測定及び分析     4.5.1 監視及び測定 

    4.6.2 
法的要求事項及びその他の要求事項に対する順守
評価 

    4.5.2 順守評価 

    4.6.3 EnMSの内部監査     4.5.5 内部監査 

    4.6.4 不適合に対する修正、是正処置及び予防処置     4.5.3 不適合並びに是正処置及び予防処置 

    4.6.5 記録の管理     4.5.4 記録の管理 

  4.7 マネジメントレビュー   4.6 マネジメントレビュー 

    4.7.1 一般   4.6 マネジメントレビュー 

    4.7.2 マネジメントレビューへのインプット   4.6 マネジメントレビュー 

    4.7.3 マネジメントレビューからのアウトプット   4.6 マネジメントレビュー 

規格の構成 ＩＳＯ１４００１との対比（２/２） 
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※赤字（★）： ISO50001独自の要求事項 



大気 水質 騒音 振動 エネルギー 臭気 廃棄物 土壌汚染・・・ 

浅 

深 

要
求
深
度 

ISO50001はエネルギーに深く特化した国際規格 

ISO50001とISO1400１の関係性 
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   ＩＳＯ１４００１ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１ 
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ISO50001はパフォーマンス改善を重要視 
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マネジメントシステム（プロセス） パフォーマンス（成果） 

 エネルギーパフォーマンス 

 

 従業員の意識向上 

 

 改善実行力の向上 

 

 データ解析能力のUP 

 

ISO50001はパフォーマンス改善を重要視 

ＩＳＯ１４００１、ＩＳＯ９００１では 

マネジメントシステム（プロセス）を重要視 

ＩＳＯ5000１では、 

パフォーマンス（成果）を重要視 
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原材料費 

その他 
減価償却 

人件費 

エネルギーコスト 

利益 

原材料費 

その他 
減価償却 

人件費 

エネルギーコスト 

利益 

ビジネスに直結した国際規格 
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エネルギーコスト削減は会社の利益に直結 
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亀山事業所 

亀山事業所における 
ISO50001認証取組みのご紹介 
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亀山事業所概要 
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安濃工場（津市安濃町） 

■従業員数 ： 288名（2014年3月末） 
 

■敷地面積 ： 47,517m2 
 

■亀山事業所 沿革 
１９６７年       亀山市和田町に亀山工場設立・量産開始 
１９９１年       亀山市白木町に第２工場設立、プレス稼動開始 
２００６年 １１月  第２工場増設開始（ＮｅｗＫａｍｅｙａｍａ工場） 
２００９年 １０月  和田工場より事業所機能をNK工場に移転 

《概要》 亀山事業所(亀山市白木町） 

和田工場（亀山市和田町） 
2009年 New亀山工場の誕生 
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生産工程（１/２） 
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3000t TRF 金型自動ラック 

効率を追求したプレス機械  
    

 ＴＲＦ  3000ｔ   ＰＲＧ 1000t 

    ゝ   2500ｔ        ゝ   350t  

  ゝ    500ｔ      ハイドロFMG 
 

スペースを活用した業界一の金型ラック 
  

  ・ ２０㌧金型を３６０型収納 

  ・ コンピューター一括管理 

  ⇒金型段取り時間の大幅短縮 

  ⇒金型メンテ効率アップによる部品の精度向上 

完全空調化された溶接ライン   
 

  フレキライン   ・ 溶接ロボット ２００台  

 

効率を追求した自動搬送コンベヤーシステム  
 

  溶接ライン～塗装ライン     

 

コンピューター管理の部品供給機能  
 

  製品自動ラック   1180棚＊２機   
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生産工程（２/２） 
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ドロップリフター 

塗装コンベアー 

最速・最大のカチオン電着塗装ライン       

  コンベア速度 ２.５m/分， ディップ槽高 2.0m  
 

空間を活用した塗装コンベアーライン       

  ストレージ11レーン ・ドロップリフター搬送     

  RFID（製品情報記録チップ)システム      
 

環境に配慮した塗装設備             

  塗料自動供給装置 ・蒸発式排水装置  
 

お客様の生産順位に同期した加工計画    

  客先ラインまでのリードタイム４H以内  
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エネルギー管理システム概要 
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システム構成の概略 

リアルタイムでの 

監視機能 

蓄積データの 

集計・分析機能 

測定対象への 
引出点に計測器 
を設置し、 
計測データは 
ＰＬＣを介して 
監視用機器へ 
送られる 

測定対象 

 電力 

 都市ガス 

 シールドガス 

 エア    合計 約４００点 
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エネルギー管理システム概要 
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・データの閲覧方法 

■エネルギー管理グラフ機能概要
グラフ表示

日、週、月、年単位
エネルギー/CO2/コスト換算表示
前日、前週、前月、前年比較グラフ
指定日との比較グラフ
しきい値付（自由設定）
目標値付（前年度の指定%）
表示データ点数は制限無し

グラフ種類
折れ線グラフ
積層折れ線
棒グラフ（横向き有）
積層棒グラフ（横向き有）
複合グラフ（積層折れ線など）
円グラフ
設備稼働グラフ
相関グラフ

その他
数値データ表示
データダウンロード
グラフスケール変更

■エネルギー管理グラフ機能概要
グラフ表示

日、週、月、年単位
エネルギー/CO2/コスト換算表示
前日、前週、前月、前年比較グラフ
指定日との比較グラフ
しきい値付（自由設定）
目標値付（前年度の指定%）
表示データ点数は制限無し

グラフ種類
折れ線グラフ
積層折れ線
棒グラフ（横向き有）
積層棒グラフ（横向き有）
複合グラフ（積層折れ線など）
円グラフ
設備稼働グラフ
相関グラフ

その他
数値データ表示
データダウンロード
グラフスケール変更

部署・グラフ種別選択メニュー部署・グラフ種別選択メニュー

数値表示数値表示//非表示ボタン非表示ボタン
データダウンロードボタンデータダウンロードボタン

グラフスケール変更ボタングラフスケール変更ボタン

比較グラフ表示ボタン（比較日付との比較）比較グラフ表示ボタン（比較日付との比較）

グラフ表示ボタン（日付のデータをグラフ表示）グラフ表示ボタン（日付のデータをグラフ表示）

日付選択メニュー日付選択メニュー

集計表示選択メニュー集計表示選択メニュー

前年比較表示ボタン前年比較表示ボタン

数値データ表示数値データ表示

・閲覧画面 

社内イントラネットにて閲覧可能 
※亀山事業所はもとより、久喜事業所、芳賀Ｔ/Ｃでも閲覧可能 
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認証取得のきっかけ 
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項目 内容 

全社環境会議 
 

2010年11月 

全社環境会議にて認証取組みの決意表明 

マネジメントレビュー 
 

2011年2月 

 
～参考～ 

国際規格化2011年6月 

経営層より正式にGO指示 

今後、新たにISO50001の正式制定をチャンスと捕らえ、前向きに取り組 

む事で、環境活動で魁となるように！！ 
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亀山事業所選定の背景 
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 2009年にエネルギー管理システムを導入して 

  見える化は出来たが運用面で行き詰っていた。 

 

 生産する車種構成が小型車へシフトし、 

  売上が減少して行く中で省エネ法で求められる 

  原単位改善が難しい状況にあった。 
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1. エネルギーコスト削減 

2. 省エネ法の順守 

3. 海外拠点への指導できる人材の育成 
ISO50001は海外で認証取得が推進される可能性もあり、今後国内の自動車産業は

縮小していくことを考えるとエフテックグループのマザー工場として、主体性をもって指
導できる要員を育成し、エフテックグループ全体のエネルギー管理体制の強化につな
げたい。 

亀山事業所は、省エネ法において年1％原単位改善や定期報告、中長期計画の届出
が要求されている。コンプライアンスの観点から省エネ法と相関性の高いISO50001を
認証取得することで、法令順守を確実に継続させたい。 

認証取得の目的 
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亀山事業所で既に導入しているエネルギー管理システムをISO50001のシステムを
使って積極的に活用していくことで、エネルギーコスト削減につなげたい。 
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ISO50001認証取得の意義 
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ＩＳＯ５０００１は手段であって 
認証取得が目的ではありません。 

あくまで目的はエネルギーコスト削減です。 

目的 
 
 
 
 
 

手段 
 
 
 
 
 

エネルギーコスト削減 エネルギーコストを 
削減する為の手段 

「ISO50001」 

45 



実施項目 
工数 

（時間） 

2011 2012 2013 

6～12 1・2・3 4・5・6 7・8・9 10・11・12 1・2・3 4・5・6 7・8・9 10・11・12 

カテゴリー 

規格要求事項調査 － 

キックオフ － 

システム構築 40時間 

エネルギー方針 － 

エネルギーレビュー 120時間 

エネルギー計画 － 

内部監査 

（14001と複合） 
16時間 

マネジメントレビュー － 

認証機関検討 － 

初回審査、本審査 

（本審査は14001と合同） 
22時間 

認証取得 － 10/3 認証登録★ 

▼12/9外部講習参加 

★3/23 キックオフ 

EnMSマニュアル新規制定、EMS規程改訂 

▼                 ▼         

▼9/25 発行        

▼  ▼ 9/20 確定        

9/25発行▼        ▼          ▼ 事業計画で対策実施        

1/22 内部監査講習（社内講習）▼        ▼1/23,24内部監査実施        

▼3/22 実施        

認証機関検討 

▼  ▼        

▼6/13,14初回審査        

▼8/27,28初回審査       

EnMSチーム全員で議論し、 

時間をかけシステム構築を行った 

12/21承認、システム運用開始 

▼       

 検討    構築   運用 

キックオフ～認証登録まで 

1年半かけて推進 
（14001と50001の複合審査を行うため、

50001の審査を8月に実施。） 

認証取得までの期間 
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ワーキンググループの発足 
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・守りから攻めへの体制づくり 
 今まで、環境規程はＥＭＳ事務局が主体となりシステムの構築、関係
部門への説明を行って来ました。しかし、それでは言われた事をしょうが
なくやる“守り”の体制でした。 
 

 ＩＳＯ５０００１に取り組むにあたりＷＧを発足させ、ＩＳＯ５０００１を自ら
理解し、そこから、どの様なシステムなら現場改善に繋がるかなどを話し
合い皆が一丸となった“攻め”のシステム構築を行いました。 

実
施
方
法
の
グ
ル
ー
プ
討
議 

グ
ル
ー
プ
発
表
＆
全
体
ま
と
め どのような方法が有効か話し合いました グループの意見を全体で共有し、対策を考えました 

1グループ４、５名のグループに分かれ、 
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エネルギーレビュー 

ISO50001の成功と失敗は 
 

エネルギーレビュー 
 

が鍵を握る！ 
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エネルギーレビューとは？ 
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データ及びその他の情報に基づいて、 
 

組織のエネルギーパフォーマンスを決定し、 
 

改善の機会の特定を導くもの。 

 ISO 50001:2011 用語及び定義より引用 

エネルギーレビューとは、“省エネ診断” 
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4.4.3 エネルギーレビュー 
 

◎エネルギーレビューを構築し記録し維持すること。エネルギーレビューを構築する為の 

 方法論及び基準を文書化すること。エネルギーレビューの際には下記を行なうこと。 
 

 a)エネルギーの使用及び使用量を測定及びその他のデータに基づき分析する。 
  ・現時点のエネルギー源を特定。 

  ・過去及び現在のエネルギー使用と消費を評価 
 

 b）エネルギー使用及び使用量に基づき、※著しいエネルギーの使用の領域を特定 
  ・エネルギーの使用及び使用量に著しく影響を及ぼす施設、設備、システム、プロセス及び 

   要員の特定 

  ・著しいエネルギーの使用に影響を及ぼすその他の関連変数を特定 

  ・特定された著しいエネルギーの使用に関係する施設、設備、システム、プロセスの現在の 

   エネルギーパフォーマンスを決定 

  ・将来のエネルギー使用および使用量を予測 
 

 ｃ）エネルギーパフォーマンス改善の機会を特定し、優先度を決めて記録する。 

4.4.3 エネルギーレビュー規格要求 

※著しいエネルギー使用 ＝ 
①多量のエネルギー使用量 

②改善の可能性の高いエネルギー使用 

（省エネ出来そうな箇所） 
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エネルギー計画のプロセス 

計画のインプット エネルギーレビュー 計画のアウトプット 

過去及び現在の 

エネルギーの使用 

・著しいエネルギーの 

使用に影響を及ぼす 

関連変数 

・パフォーマンス 

A.エネルギーの使用 

及び使用量の分析 

B.著しいエネルギー 

の使用及び使用量の 

領域の特定 

C.エネルギーパフォーマンス 

を改善するための 

機会の特定 

・エネルギーベースライン 

・EnPI(s) 

・目的 

・目標 

・行動計画 

出典：ISO 50001:2011 付属書A A.4エネルギー計画 
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設備、工程、部門、サイト 

などは各企業で決定 

ISO14001には無い要求事項 
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59期エネルギー源及び関連変数
No

EｎMS
管理責任者

エネルギー
管理者

作成

1 前田 川戸 黒澤

58期 59期 60期 61期 62期

電気 生産設備他 ○ ○ － － － 現状維持

都市ガス 塗装設備 ○ ○ － － － 現状維持

LPG 空調設備 ○ ○ － － － 現状維持

エア 生産設備他 × ○ － － － 現状維持

ガソリン 社用車 × × － － － 現状維持

軽油 輸送 × × － － － 現状維持

シールドガス 溶接 × × － － － 現状維持

エネルギー 用途

生産数、外気温、
要員数

－

適用有無　（適用：○、適用外：×）
エネルギーの使用
に関連する要素

生産数、外気温

エネルギー源ではないため。

生産数、外気温、
要員数

将来のエネルギー使用

EnMS-01（1）

－

適用外の理由

－

－

－

自家用車を使用している場合があり、
正確なデータが把握できないため。

外部委託のため、エネルギーパフォー
マンス改善の成果が得られにくいた
め。

－

日付

2013年6月21日

－ 生産数、外気温

a) エネルギー使用及び使用量の分析 

現時点のエネルギー源を特定 
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a) エネルギー使用及び使用量の分析 

過去及び現在のエネルギー使用量の評価 
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a) エネルギー使用及び使用量の分析 

エネルギーフローにてエネルギーの使われ方にロスが無いか確認 
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b) 著しいエネルギーの使用の領域の特定 
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電気は、上位80%を 

著しいエネルギー使用に特定 

b) 著しいエネルギーの使用の領域の特定 

①多量のエネルギー使用量を特定 
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b) 著しいエネルギーの使用の領域の特定 

世界環境 
会議 

環境Ｖｉｓｉｔ 省エネ研修 

省エネ基礎 

改善の機会チェックシートを作成 

蓄積した省エネノウハウをベースに 
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エフテックグループ省エネノウハウの蓄積 
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各部門で自己評価 

エネルギー管理者 

（エキスパート） 

が最終評価 

環境Ｖｉｓｉｔ、世界環境会議 

などで蓄積した改善事例 

（ベストプラクティス） 

をチェックシートに反映 

 

②改善の可能性が高いエネルギー使用箇所を特定 

b) 著しいエネルギーの使用の領域の特定 
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工程、設備情報 

①工程 ②使用エネルギーの種類        
③エネ管Master No. ④エネ管測定ポイント  

⑤設備 ⑥定格容量 ⑦台数 ⑧設備型式   
⑨設置年度 ⑩設備経過年度 ⑪製造年 

①休憩時間停止                    
②平日深夜停止                    
③休日停止                        
④大型連休停止                    
⑤管理標準の設定（管理標準の整備状況）    
⑥エネルギー使用効率 

①～④はエネルギー管理 

システムで確認 

改善の機会 

①多量のエネルギー使用工程で省エネ出来る箇所が無いかを調査 

c) エネルギーパフォーマンスの改善の機会の特定 
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No 実施部門 エネルギー 工程 改善の機会

予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績 予定 実績

1 品質課 電気 照明 三次元測定室の照明のセンサー取り付け 中 ○ ●

2 管理課（管理係） 電気 照明 外灯水銀灯のLED化 低 ○

3 管理課（管理係） 電気 （プレス課　その他） プレス休憩所、階段のLED化 低 ○

4 管理課（設備管理） 電気 コンプレッサー
有圧換気扇の温度センサーにて稼働制御しているが、温度
設定の見直しが可能

高 ○ ●

5 管理課（設備管理） 電気 ＧＨＰ
1階、2階のリモコン制御切り替え温度設定の最適化
GHP休日待機電力削減

中 ○ ●

6 管理課（設備管理） LPG ＧＨＰ 1階、2階のリモコン制御切り替え温度設定の最適化 中 ○ ●

7 管理課（設備管理） 電気 コンプレッサー
コンプレッサー平日夜間の電力削減（自動制御、元圧見直
し）

中 ○ ● ◎

8 管理課（設備管理） 電気 全般 省エネベルト導入（トライ検討） 中 ○

9 管理課（設備管理） LPG ＧＨＰ 自動ラック出し入れ口の遮断（工場への冷気） 中 ○

10
管理課（設備管理）

工場空調
LPG ＧＨＰ 屋根遮熱対策（溶接工場屋根） 低 ○

11 管理課（設備管理） 電気 搬送コンベア 搬送コンベア冷却ファン不稼働時電源OFF 低 ○

12 管理課（設備管理） 電気 （プレス課　全般） プレス変電所トランス更新 低 ○

13 管理課（設備管理） 電気 冷却塔 高効率モーターの導入（メインポンプ以外） 低 ○

14 管理課（設備管理） 電気 冷却塔 1F組立エリアの水冷から空冷へ変更 低 ○

15 プレス課 電気 照明 水銀灯の高効率照明へ切り替え 中 ○ ●

16 プレス課 エアー プレス工程
ハイドロフォーム、パイプ切断機、プレス機エア漏れ、エアバ
ルブ。連続エアブローから間欠エアブロー、省エネノズル

高 ○ ● ◎ ● ○

17 プレス課 電気 その他 冷水タイプ空調機更新（現場意見により実施判断） 中 ○

18 プレス課 電気 照明 蛍光灯の高効率照明へ切り替え 中 ○

19 プレス課 電気 その他 地下コンベアのINV 中 ○

省エネ法中長期計画
階段

省エネ法中長期計画

省エネ法中長期計画

費用対効果見極め必要

EnMS-06(1)

59期上期エネルギー改善の機会一覧

作成：　2014　年　1 月　10　日

優先度

検討結果　（○予定、●完了、◎継続）
備考

58期 59期 60期 61期 62期 63期

省エネ法中長期計画

省エネ法中長期計画

亀山事業所
所長（代理者）

前崎 前田 川戸 黒澤

EnMS
管理責任者

エネルギー
管理者

作成

c) エネルギーパフォーマンスの改善の機会の特定 

エネルギーレビューの最終成果物として改善の機会（省エネ施策）が特定 
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エネルギー源及び関連変数の特定 

（エネルギー源及び関連変数） 

多量のエネルギー使用 

（エネルギー使用及び使用量分析表） 

改善の可能性の高いエネルギー使用 

（改善の機会チェックシート） 

著しいエネルギー使用の特定 

（著しいエネルギー使用一覧） 

改善の機会検証① 

（設備能力、設置年数、不稼働時のロス） 

改善の機会検証② 

（効率改善の余地） 

改善の機会特定、優先度決定 

（エネルギーの改善の機会一覧） 

青枠担当：EMS事務局   

オレンジ枠担当：各部門 

エネルギーフロー 

（亀山事業所エネルギーフロー） 

電気    ：全体使用量の80％ 

都市ガス ：全工程 

LPG    ：全工程 

エア    ：全工程 

改善の可能性有 

規格要求：a） 

規格要求：ｂ） 

規格要求：ｃ） 

㈱エフテック エネルギーレビューフロー 
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エネルギーレビューに基づく改善事例① 

 ＧＨＰは、休日運転停止しているが、エネルギーレ
ビューにて休日の電力消費がゼロになっているか実際
のデータを確認したところ約80Kwh/日の消費電力があ
る事が分かった。 

 調査の結果、室外機コンプレッサー破損防止として作
動油をヒーターで温め循環させている事が分かった。 

改 善 前 改 善 後 

 対策として、ＧＨＰ室外機を大元電源盤を遠隔操作出
来る様に工事を実施した。また、メーカーに確認したと
ころ稼動５時間前には初期運転が必要との事でタイ
マー機能も併せて付加させた。 
 

無駄 
改善 

稼働５時間前に 

ヒーターOn 

不稼働時間帯 

（休日） 

エネルギーレビュー（不稼働ＯＦＦ確認）とエネルギーの見える化により 

通常気付くのが難しい室外機の待機電力が削減出来た。 

9,390Kwh/年 削減 
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■ GHP室外機の待機電力削減 
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エネルギーレビューに基づく改善事例② 

改 善 前 改 善 後 
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 塗装設備では、生産準備のためにタイマーを使いボイ
ラーの自動立上げを行っている。安定的な立上げを狙い
余裕を持ってタイマーセットされているが、実際のデータ
を確認するとかなり早い時間に昇温が完了している事が
分かった。 

 実際のガス消費データやワーク投入時間を計算し最
適な立上げ時間に設定した。また、ボイラーの他、乾燥
炉、脱臭炉の立ち上げも時間も併せて見直した。 
 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

ｍ
3

 

温水ﾎﾞｲﾗｰ 蒸気ﾎﾞｲﾗｰ 脱臭炉 乾燥炉 

生産 生産準備 

2:30 

昇温完了 

6:30 

16,000ｍ3/年 削減 

維持状態 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

蒸気ﾎﾞｲﾗｰ 温水ﾎﾞｲﾗｰ 脱臭炉 乾燥炉 

生産 6:30 生産準備 

改善の機会チェックシートとエネルギーの見える化により 

立上げ時間を再検証した結果、改善に結びつける事が出来た。 

立上げロス無し 

■ ボイラー立上げ時間の見直し 
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4.4.4 エネルギーベースライン 
 

規格要求事項 

・組織のエネルギーの使用及び使用量に対して適切なデータ期間を考慮し、初回のエネルギーレビューの 

 情報を用いてエネルギーベースラインを設定すること。 

・エネルギーパフォーマンスの変化はエネルギーベースラインに対して測定すること。 

・ベースラインの調整は、以下のいずれかの場合に行うこと。 

 ■ EnPIが組織のエネルギー使用及び使用量を反映しなくなった場合。 

 ■ プロセス、運用パターン又はエネルギーシステムに大きな変更があった場合。 

 ■ あらかじめ定められた方法による場合 

・エネルギーベースラインは、維持し、記録すること。 

4.4.4 エネルギーベースライン 
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亀山事業所ＣＯ２排出/付加価値生産額 推移 
CO2排出量 

付加価値生産額 

リーマンショック エネルギー管理 

システム導入 
東日本大震災 

段階的拡張 

事業所機能移転 

ＩＳＯ５０００１ 

キックオフ 

ベースライン 
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省エネ調査表の導入 
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定期的に行うエネルギーレビュー以外でも省エネ発掘の習慣を付けるために、   
エネルギーデータを解析して記録に残す省エネ調査表を導入しました。 

EneScope

亀山事業所省エネ調査表 発行日　　　　　2013年　　8月　　26日

≪調査ターゲット≫

調査対象日時

調査区分

※データ等添付

発行

神

（2013/8/26）

≪調査結果≫
（発生原因）

（処置内容）

※改善後データ等添付

（Ａ）
現状

（Ｂ）
改善後

（Ａ）-（Ｂ）
効果

備考欄

有 無 部門長 調査対応者

（　　/　/　）

西村

（2013/9/23）

水平展開の有無
（水平展開する工程）

排煙ファンのＯＮ/ＯＦＦを検査員に実施してもらうようルール決め実施。

担当検査員に休憩時・終業時の不稼働時のＯＦＦ化を徹底してもらうよう教育実施。

１日あたりの省エネ効果

電気(kwh)

都市ガス(m3)

改善の可能性
□　有り　　　　　□　無し

（有りの場合は以下へ）

シールドガス(kg)

排煙ファンについては明確なルールがなく、運用管理の面で切り忘れが起こりやすい状況であった為

に今回のように切り忘れする日が発生してしまった。

調査対象部門名 溶接課 2013年7月26日

調査対象設備/工程名   排煙操作盤電力 稼働時　　不稼働時　　　その他

（調査内容）

排煙操作盤の ファンの切り忘れと思いますが、7/22はOFF管理出来ていますが7/26は忘れているようなので

運用管理の現状を再確認する意味合いで調査して見ては如何でしょう。

0
5

10
15
20
25
30
35

7/22日平日 [4320] 排煙操作盤1F・3F 電力 kWh(時間)

7/26日週末 [4320] 排煙操作盤1F・3F 電力 kWh(時間)

7/27日休日 [4320] 排煙操作盤1F・3F 電力 kWh(時間)

7/27 休日出勤時

気付いた人が切り

排煙ファ ンＯＦＦ化ワンポイント 教育実施記録

休日の電力”0”でありＯＦＦ化の徹底が出来ている

各課がローテーションで 

他部門のエネルギーデータを 

解析し、改善出来そうな箇所を 

記録し対象部門へ提案する。 

提案を受けた部門は、提案 

された内容が実施出来ないか 

調査を行う。 

実施出来る場合は、改善後の 

データや削減効果を記録する。 
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省エネ調査表導入前後比較 

調査表導入前 調査表導入後 

 

 

全部門参加型の省エネ推進体制へ 

エネルギー管理システムデータを設備管理
の担当者が確認・分析し、改善箇所の発見
をしていた。 

全部門持ち回りで、他部門のエネルギー管
理システムデータを確認・分析し、改善箇所
の発見を行っている。発見内容については、
省エネ調査表に記録する。 

管理課 

品質課 

プレス課 溶接課 

塗装 

組立課 
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・データ解析、施策立案、施策実施、効果確認のステップが標準化され、 

 永続的にシステマチックな省エネ展開が可能となった。 
 

・各部門実務担当者（省エネ担当部門以外）のエネルギー管理システムデータ 

 を解析するスキルが向上した。 
 

・省エネ施策のノウハウが集積できた。 
 

・事業所内での省エネの士気が高まった。 

2012年度 
（実績） 

2013年度 
（実績） 

CO2削減量（合計） 81.8 t-CO2 149.6t-CO2 

削減コスト（合計） 2,844千円 6,526千円  

■有形効果 

■無形効果 

導入効果 
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従業員環境意識の向上 
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年度 
提出率 

（ 提出件数 / 従業員数 ） 

2011年 
ISO50001取組み 

58% 

2013年 
ISO50001取組み 

114% 

ISO50001取組みで従業員の環境意識も向上しました。 

従業員の環境意識向上と環境改善の底上げの
ため、年に１度環境改善提案を募集しています。    
亀山事業所は、ＩＳＯ５０００１取組み前後で提出
率が飛躍的にＵＰしました。 

前 

後 

現場からの声 
ISO50001を取組み出してから、 

省エネに関する設備投資が 

承認され易くなりました。 
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1. 経済産業省 資源エネルギー庁 ISO50001特設サイト 
 ● ISO50001導入事例紹介として掲載。製造業として3社目の掲載。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一般財団法人 日本自動車研究所HP 
 ● JARI-RB 第１号の ISO50001認証登録としてホームページ上でご紹介。 
 

対外公表について 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 69 



ＩＳＯ５０００１海外拠点水平展開 

Copyright(c)2014 F.tech Inc. All Rights Reserved. 

亀山から世界へ 

ISO50001の仕組みを海外生産拠点へ水平展開し 

エネルギーマネジメントの進化を目指します。 

北米ベンチマーク拠点 

2014年～ 

中国ベンチマーク拠点 

2015年～ 

ア大ベンチマーク拠点 

2016年～ 
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亀山事業所 

 会社概要 
 

 当社での環境取組み 
 

 ＩＳＯ５０００１認証取組み 
 

 おわりに 
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苦労した点・失敗談など 

苦労した点、失敗談 

 エネルギーレビューの仕組み構築に関しては、参考となる前例が少なく 

  何度となくワーキンググループを開催して仕組みを構築していった。 

 

 初期は、各種エネルギーに単価をかけて金額に置き換えて目標設定し 

  管理していたが、単価の変動が激しく適正な評価が困難で断念した。 

上手く行った点 

 外部認証が目的では無く、エネルギーコスト削減が目的である事を 

  チーム全員が念頭に置いて取り組んだ為、パフォーマンス改善に 

  繋がる良い仕組みが構築出来た。 
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ISO50001の必要性 

国内では、「省エネ法」「ISO14001」があるから 
 

ISO50001は必要ない！ 
 

と良く耳にします。 
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 エネルギーレビューによるデータ解析、改善施策の抽出 
 

 パフォーマンス重視のシステム 
 

 従業員のエネルギー(コスト)意識向上 
 

 省エネ法＝やらされている ISO50001＝自発的 

ISO50001の強み 
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創業者（福田治六最高顧問）の精神 

環境改善活動に終わりはありません。エフテックは、 

常に新しい考え、新しいチャレンジを続けて環境トップランナーを目指します！ 

 座右の銘 

日新無疆  ｢日々新たにして限りなし」 

 

 姿勢 

ひと山越えたら次の山、千波越えたら万波の彼方 

今日という日は二度と来ない。今日という日に全力を    
尽くす。努力の後には無限の可能性がある。 

一つの困難を乗り越えても新たなチャレンジが待って
いる。押し寄せて来るどんな困難に直面してもチャレン
ジし克服していく事が人生である。 
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亀山事業所 

以上 
 

ご清聴ありがとう御座いました。 
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亀山事業所 

エネルギーマネジメントチーム 
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